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|書評 ii

ドイツ現代患における

「喜一日ッパJ1.盟企の諸輯
.，' ヴァネッサ・コンツェの研先によ k 一一一一一

{以 橋 拓 ;:::::I 
L:' 

j克也、いか;だ「去のヨぃロバミ告t合のi主 的τ~.;'Í(.ニ疑問が突きつ tプられて

いようと、 I:=3 ~ロソパ j とい λ 洋~・ 7マ目見それ二;伎は、c;，江民-r-r荘ベコ事域

性の卑立， ι「枕ーの 2かのきH主性」ノと材びヮミ ーつの対日刊j概念としどち芸能

している このことは、とれわけ王，1t1イツの汽説状況に当て佼まる 託 次

大戦fえのたイソ連邦)'、有国は、戸山氏上上義を主主総 ν した J 口ノパ柑[:';3'"を荒

本路線として1-11求してえたハぶして、少なくとち公的な論:;::1叫においては、

1三 17ソノ， ，は向ニ{氏 LU羨ヰポ、現す\えき却、!"r' として点象~ ;j L~をけい 2 る U

L 刀し他んで :'1J:二、 20世紀己iJ 、 t に l ォ~ ¥_! .~i ノミ」、あるいは(三t，;杵では l出

i置される :iii* ，~tである) I中欧 {1¥'1i ，tぶ刊i'upa)_~ベコ「ライヒ (Reich) J しいっ汗

理，~~を掲げて、ヨ ロuバぐにおける防停泊秩序を;白求Lた腔担、もつ。

それでは、こうした2υ[1記ドつソにおける「ヨ C "Jパ， H念の諸相 改造

はと J).，つ (..:mi12できるの丈ろっかり こjυ之、 ドイ')0) ヨー l-~ ノ{続 f、~，，:})

を探層においてJW肝ずゐために必'~な作甚なのは切論のこと、

のょせ主化の准展と忽禄をはるためにもボ<lJうくな作業である。

ドイツイ上会

われる

しかじ、 i重点的担念七{削叶究はニの ~u1 ，~j1 ~_~十分;こ位一去こニなか〉たよ与:こ ld、

'';; --~-r ソノすJ J匝念ベコ ヨー汀ソノて E アイア〆テイ子 0)12白J石l'i七(立、

fl!ったの統合炉守H;:-9;~' 形でJËめられ、統合::e.~1η究の"コでは最初朋かム存ノß:-，j-る

分野であり、冷玲えの終 t~~ .l\' E じの ~1.n，tフてによ" T ヨ ロゾペ J (})範m':.);l: 
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ドイソ現代史における「ヨーロツノ守」用念の諸相

準が間われるに至って、さらに活況を呈している分野であるしかしこうし

た研究は、しばしばその対象が聞かれたサショサルな:l.nliZを等閑にしがちごあ

る(叫JUこうした研究の意~を否定しているわけではなし叶 c

また、 ドイ yに対象を絞った「ヨ -Djパ」即念史研究も、上記の問いに対

して満足する回答を与えてきたとはつい難い〕まず、従来の研先においては、

「ヨーロッノ'Jや「中欧」などの「ヨーロ yノミ」に関わる領域概念が何日Ijに耐
究され、その理念柑耳問の関係は始と問われてこなかった。またl1t有の多くの

州究は、 '1943年」あるいは第 次人戦を、 '1'析絶」のポイントとして、即ち覇

権主流山Jなヨ ロッパ構想的枠折と白出民十十義的な「ヨーロァパ」埋念の誕

生のぞイントとして、持条1'1に受けず予れてきた三

従って、 20世紀ドイツにおける「ヨーロツノミ」理念の諸柑・変還を問う場合、

一義的な「ヨ ロツノマ」理念のみを検"すするのではなく、「ヨーロ yノく」秩序に

関わる埋企:の諸制を総合的に把揮すると共に、被前・戦後の連続性と断絶を間

い直す必叫がある。この諜日昼に事与えようとした幽朋的52績が、 2005:4-eに山版さ

れたヴアネ yサ・コンツェの rドイツ人的ヨーロジパ ドイツにおけるヨ一口 y

パ理念、ライヒの伝統と西欧ι向の扶|山で (1920-1970イ]'.)，1 (Vancssaじonzc
j)a~守 Fumþa der j)cufschen. fdeen von j~'It1θ向山 jJcutschlα nd zwischen Neichstmdition 

und Vl'estο門川lierung(1幻 ()-197ο，)， :t<.Hinchcn， 01clcnbour払 2005，，153S.)であ

るに tJ下では、まずこの著刊のl什'谷を紹介した卜で、そのE義と今f圭の課題

を示していきたいわ

2 

コンツェは、「今日の我々のヨ一口 y パ像 (~:uropabild) は 山山=民ヱヱ

J主的(Jibcrnl-dc11l okrmisch) かっ自由二多冗羊丘町~ Urcihcillich-pluralislisch) 

な価仙を基燃としている」と確JE、した上で、 '19611年代まで .ドイツには多く

のヨ 口ツパ理念や概念が存在していた」ことを 111~到し、「ア ベシトラント

(Abenc11and) J干「中欧」、「パンヨーロァノく(ドanellropa)J、「ライヒ」、「ク守口一

スラウム (Grosraum)Jのような、「ヨ一口ソノミとそのほ者)社会を、辻、派的・

身分間l的=工リートl柑・帝国的・覇権l均な某準に従って秩序づけようとする位

界保ー秩序イメ」ジ」の存在の重要性を強剥する〕つまり、 JJ!ιでは』却され

ているが、少なくとも印刷)年代までは多様な「ヨーロ yパ」到念がドイツに共

存していたのである。そこでコンツェは、「ヨ一口ツノ守」埋念を、専ら自出民

北法5D(;;-26:;)2571 [320] 



害 ロキ

ギキR的な意味に切り詰めるよりも、そのうY!T性及び変化と断絶を明らかにす
る方が、今円の「ヨーロ yノ¥J像の111*叩ヨーロァパ統合の進反を珂f押するに

は適切であり、了間的にも右益であると主張する〔

こうして本再のテ マは、この株々な「ヨ ロ yノミ」現念の肘史的な対抗と、

刻化のヨ~- r1ツパ理解に至る長いプロセスを研究することにi没定されるレその

ためにコンツェが選んだ対象は、「アーベン!ラント」と「丙欧 (West-ELll叩a)J 

という二つの競什ナる「ヨ一口ツノ'J理念であり、その担い干むある「アーベ

/トラ/ト運動 (Abend13oc¥ischeBewegLLng) J と「ヨ ロツノt辿開 (ιLLropa

Cnion) J という二つの組織(どちらも時間関lに人的 組織的ルーツをもち、 50

年代に影響力を有した)である。この つの理念・運動の柑史的?と反や、その

fT後にある世界像・秩I(段、担い干の経歴・思想・利害を対象に、戦問則から

60年代後半までのドイツにおける「ヨ ロ yノマ」理念の辿続引と変化が、膨人

な史料に本づいて実証的に研究される u

まず lアーベ/トラント」は、中世ヨーロッパのヰリスト教的な統 引を想、

起させる、)ぇ近代・!ぇ自由 l義・ JぇJI，:的な「仏、統的概念」であり、ヨーロッ パ

社会の l河キリスト敦化」と権成主義的・|帯層的な凶家.i十公編成を追求する

珂念である i この到念l止、第 次大戦後にドイ Yで流行L、とりわけ南トイ y

のカトリック・ミリューに首止したわ戦|叫期におけるこの理念的主唱占たちは、

雑誌 司アーベントラント」に生ったっ彼らは、ドイツを「内欧 (W刊日n)J と

は理解していなかったが、口カルノ期にヨ 口ツハ、特にフランスやポーラシ

トとの「目。珂(¥引 S凶ncligung)J を坦ぶしたc しかし日()年代初頭には rthb詞」

から VJ~反し、ヨーロッパにおけるドイツの優位を}泣求寸る l 中欧」や l ライヒ」

珂念と結びついてUベυ 彼らの大多数はサチス政権学掠後もドイツに留まった
が、そこでナチスの「グ口」スラウム」や「新しいヨ 口ソノむといった秩ザ

構想、に接近する口彼らの「ライピ」瑚念への傾斜とlぇJじヱ義がづチスへの架橋

を容姑にしたのである。

戦後にするアーベントラント主義者たちの経附は多様である}多くの者が貴

族的あるいはカトリック的な出自と社会化によって「ア ベ〆トラント」埋念

を抱くようになったが、第一次太戦以降、多くの故郷被追放{i'

(Hcimnl vcrlricbcnc) も運動に加わっていくコまた、メルカソツ (HnnぉJonchim

von ¥Ierkatz) のように、ブロイセ/のプロテスタントであっても、保、1'1内な

社会像や反共から通勤に加わった政汗!家もいた。さらに亡命焔問者の'1'にも、

]
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ドイソ現代史における「ヨーロツノ守」用念の諸相

オット フォン・ハブスフルクのような重要人物が存イ上した。

第一次大戦後、アーベントラン!主義.r;.は、新たに創刊された r:{JI-アーベン

トラ/卜 cv，川川 Ahcndll1nrl)~ に集う。彼らは、戦後直後のドイツ社会の雰岡

気を背景に、「アーベントラント」の丈化的・宗教的世素を前商に掲げて、そ

の埋念を流行させたーさらに冷戦の1亘展によりてア」ベントラント辺関jは政治

化し、「アーベ〆トラント・アカデミー (Abend13oc¥ischeAkad引nie)J のよう

な組織をぷすしていく。彼らは大泉i亙朝Jよりも政治家への非主式の即Ifiすという

手法を好み、なかでもオットー・フ yン田ハブスブルクが会ぷを務めた CElll

(Ccnlrc EuropN'Jl dc Docul1lcnlaLion CL In[ofmalion) は、スベインやフランス

の政治家にも働きかけた。また、彼らはその激しい反共から西側統合を支持し

ごいたが、他方でアメリカに対しても懐疑的むあった(それゆえ60年代には

「ゴーリスト (Gaullisten)Jの陣営に与するん

しかし、 50年代に丙ドイ、ノ社会の「白出ヶザ手主化 (Libcralisicr l1 n~) J が進展

すると、あまりに反動的であったアーベ/トラント運動は影響力を喪失してい

くu それでも60年代には、オジトー フォン ハプスブルク下の「パンヨ一口 y

パ連盟 (Pancuropa仁nion!J の中で、 lアーベ/トラ/ト」理念は l現代化

(¥[udernisiゼnmg)Jに成J)J"'J-るじつまり、アーベントラントム義者は、)ぇ議

公主義など時代に:Ì~台しなくなった型、4 を放棄する -)J、統一ヨーロソパ的基

幣はキリスト教でなければならないという確{ロや、保守的な社会像など、戦間

期から連続1 る思智、的諸!~素を維持したのである付またパシヨーロッパ連盟に

存在した多くの紋i且技者たちが、ハプスブルク帝国や「中欧」への追憶を保存

していくことになった。こうして lア ベントラント」的 l中核」はJJ，C代にも

維持されるのだが、これは最早「アーベントラント」という珂念を掲げていな

L 、。「アーベシトラシト」は、 50/f代以降の村会的変化、 HIJち「自由羊表化」・

「向欧化 (¥IVesternisierullg)Jによって、影響力を長欠したのである{

この社会的変化の'1'で、「ア ベシトラント」のような伝統的概念とは対l目

的に、 1.1111民土ヱ義的 多冗王義的な秩序を志Iltjする「阿欧」珂念は、ヨ -'[1"J 

パ連盟を担い子として連邦共和I司に定着していく〔

この「向欧J f~ 念も l此問H~ にルーツがあるつヴ 7 イマル刷のヨーロツパ統合

推進同体である「ヨ 口ソパ協剥連盟 (VcrbnndIur Europaischcn 

Vet.standigung) Jの指導内ハイレ (Vv'ilhelmHeile) は、当時最も著名なドイツ

の「ヨー口ツパーが義者」であり、第 次大戦後にヨ -11ソノ、連盟の創パ生者となっ

北法SD(;;.261) 2569 [322] 



害 ロキ

た .h、輸同志向のライ〆ール ル地);のl業経済界の代表者たちは、ヨ」

ロァパ市場・位界市場への{夏帰のために第一次j、戦後ドイツの「両側統合

(V'{cslintc，"，ralion) J を文f干し、ヨー口ッパ連盟を支援したが、彼らの西欧と

の経凶l巾結合の追求は、戦同期から辿読したものであった{

しかし、「ア ベシトラ〆ト」の場介と比較すると、戦間期の意味は限定的だっ

たとコンツェは土張する r丙欧J 1'1'念の成止にとって、戦 I~J朋からの辿続H

よりも重要なのが、ナチスの経験、特に強制収容所・ i創立・亡命の経験であっ

たバこうした経験から、伝統的な秩序{撃が撤日されていくのであるべ例えば、

後にヨ 口ッパ連盟の会長を務めるコ ゴン (E叫 cnKog(川)は、保守的なカ

トリックの山 Uだが、迫.~と強制収存所の経験から古い秩序像を断ち切ったと

される己また、 50年代以来的「丙欧」理念の普及をヨ一口 yノミ連盟においてi且

求したのは、山版{i'のクルーテ (HansAlben Kluthe) ヤ労組指導者ローゼ〆

ペルク (L川wigr<oscnbcγg) ら亡命帰阿音たちであヮたが、被らは十として兆

米に亡命し、ア/グロサクノン流の山市主義に影響を受け、 l西欧的」秩序モ

デルを感得し、ドイツは「内欧」に属さねばならないという確fiiを抱くに至っ

た。

こう Lて戦後のヨーロッパ連出には株々な勢力が集まった 50年代初頭まで

は、コーゴンのもと、東西IilJo)I第勢JJ(Drittc KrafL) J としてのヨ ロッ

パをH指したが、欧州防衛共同体川口C)のJ1'jJii豆、 7Z全に「同欧」志向となっ

ていく それにf'I'い、彼らは経済的側面に重点を置いた l絞能烹義的」統台を

支持し、実際の統合プロセスにも貸同する c そしてヨ一口 yパ連仰は、 50年代

を通じて広川な政治陣営や十十余|特暦に働きかけ、最も}JII盟省数の多い西ドイ y

のヨ一口 yパ凶体に成長するが、彼らはヨ一口 yパ統合の宣{ムだけごなく、

「ヨ一日ツノミ」理念。)r西欧化」及び西ドイツ社会の「自由主五化」も#進し

たり

しかし、ヨ 口ソパ連盟の影響}Jは60年代後干に揺らぐo i.1j に、ド ゴ」

ルのヨーロ yパ政策の「挑戦」に対して、ヨーロ yパ辿聞は「大同作王義者

(i¥Llanlikcr) Jの1!!1]にすι、「ゴーリスト」の支持を夫った〔さらに、ヨ一口ソ
パ辿開は「新東方政策」を支持「るが、それが支持者世失に拍車をかけたりこ

こから超党派的コシセンサスは解体L、ヨ 口ソパ連盟は「進歩的」伸也に(古

胃するようになる。

この過干llで保守派の受け↓IIIとなったのがパンヨ-11ソノ、連盟ごある。つまり

[323J 北法:i9UJ・2fiO)2568 



ドイソ現代史における「ヨーロツノ守」用念の諸相

パ/ヨ 口ソパ連盟が、保守派のヨ 口ソパ阿体として、投ぴヨ」口ツパ連盟

の鏡台1';.として、えli邦共和国に定着していくのである。しかしコンソヱは、 景

y.パンヨー口ツパ連盟も自由民羊キ誌という{附値を否定しないことにH意をiJt

L、これはし崎、に社会の r1.1111主義化」と「向欧化」が成功したかを不LTい

ると三主張する 2 こうして、遅くとも1970年代には、自由民主主五郎Jで多冗羊R

的な「ヨーロプノ¥J即念がドイソにJた摘したとされる。

3 

以上のコンツェの議論は、ドイツ現代史研究に告かな知l見をヲえよう c近年、

「ドイツ特有の通」論の主唱省ヴインクラーは、ドイツの特有刊に「ライヒ」

の泣産を加え、(丙)ドイツの歴史を「丙附への長き道」と描いたが4、コンツェ

グ)削究はぞれを「ヨ ロ yノマ」理念から実証したものと位置ワけられる p また

コン Yェはifしくも、「ヨー口ソノミ」をめぐるドイ Yの坦念 運動が同時にド

イツのための理念・運動であったと指摘し、 lヨーロツノミ」理念とナνョナル・

アイデンティティとの連関を明らかにした己さらにコンツェは、戦前・戦後の

(西) ドイ y における連続性と断続の ~~lillについて、理念也という F法によっ

て、政治史的な断絶とは必ずしも 致しないドイ Y社会的変化を明らかにしと

し、

加えて、コンツェの研究はヨ一口 yパ統合史研究にも刺激的であるυ 近年の

統台七台')1究においては、1.1炭鉄鋼共|叶体 (ECSC) から現存の EUに主る制度

発反史を担えて、いま ほ統合構想の多様性を再検討する必要か認識されてい

る統令の歴史的由来を解明し、過士ぴ〉構:也との比較においてその新しさを

再検討 F ることは、甲くからシ~.ヴ 7 ルツが些求していたにまた現在、 ト述

のように「ヨ 口ソパとは何か」が改めて問われている付コンヅエの研究は、「ド

イツ人のヨ-0ツノヲ」を戦同期から辿ることによって、こうした安詰に比、える

ものであろう 2

きらに市型なことは、コンツェの研究がヨーロァパ統合七とドイツ史研究を

繋ぐ つの視座を提供していることであるコいまやヨ 口ソパ現代史研光は、

ヨーロ yパ統合のけf史とすショザルなl常七を相互にカハーし、その絡み合いの

'1'でそれらを分析することも求められるが、コンツェは、(西)ドイツ社会の「西

欧化J r 1.1111土義化」と「ヨーロッパ」即念の民間を繋ぐニとによって、現代

史研究の つのあり方を不したとえようコ

北法SD(;;.2SD) 2S6i [324] 
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4 

最後に、 コンツヱの研究への疑問から、今後の訳題をいくつか指摘しておき

たい。

第一点判は、コンツヱが対象にしなかった社会民主主義の市事件である。コ

シツムは、伝統的に同際平去の¥r;l;晶をとってきたトイツ社会民キ主おの「ヨ」

ロプノ'J瑚念は、保'.j'及び1'1rt1ヱ義の rrネイション」へのよ、向が深く根付いた」
「ヨーロツパ」埋念と「恨本的に1731Jされる」として、対象を「保守及び白出

主義のモデルにI;H定」した [S8fLしかし、ドイツ分間Jに際して戦伶初期に「ネ

イション」に拘ったのは、むしろ社会民ーャ党 (SPD)であったと己えるし、ま

た、 50年代捻半以降の SP口のヨーロッパ政策の宝引引などを鑑みると、現存

に至る「ヨーロァノ¥J坦1.l':を考える際に社会民主主託は欠かせないように思え

るバギい、祉会民主主義省の「ヨーロ yノ'J理念についてもいくつかれ汁究が山

亡きており、今後はそれらも含めて総合的に「ドイツ人のヨ 口 yノミ」を把揮

していく必'&があろうへ

第 出刊は、'!>Il方 (Osten)J及び「以快 ¥0坑ぞurop孔)Jの問題であるι「ヨー

ロツパ」及び l西欧」理念の形成には、対抗像としての l東jJ」l東欧」像が

決定的な役割を呆たすと思われるが、コン Yェの研究はその関連を明らかにし

てはいない。今後討究されるべきは、ドイツにおいていかなる l東)jJ • I東

欧」像から「内欧」・ 「ヨ一口ツノ、」伎が紡ぎあげられていったかという点で

ある。

第三出刊は、コン Yヱが言う「同州=民ーじよ義的」な「ヨ一口 yノミ」珂念そ

れ白体の~~制である， wかに、コンツ工が描き出したように、白由民主主誌と
結びついた「ヨ -'[1"Jノく」珂念J土、(内) ドイツが長い苦闘から位得したもの

であり、それ自体評価に値するが、コ/'''}ェはそれを余りにもi止条件に白定し

ごいるように足、わオしる{それは、コンツヱが， Jイツ人のヨーロ yパ」のl散史

を明確な 旬、法で描主附したことにも表れている〔しかし、例えばトルコの

EL加問に以対「るヴインクラ ら，1'1111主義者」たちの「内EP」中心、主義を

みるとき、再びコシヅエのつう「自由=民主キ主主」を歴史にすち返って附い由;

す必裂があるように思われるのとある}

※本稿は、北海道大学ドイツ史研兆会 (2007年 5月17日)で報告した!早稲に補
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